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国
の
動
き

　
国
は
、人
口
が
減
少
す
る
中
、人
生

１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、誰
も
が
そ

の
能
力
を
発
揮
で
き
る
一
億
総
活
躍
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
た

め
に
は
、全
世
代
型
社
会
保
障
の
基
盤

強
化
が
不
可
欠
で
、消
費
税
の
引
き
上

げ
等
に
よ
り
、少
子
化
対
策
や
年
金
、医

療
、介
護
の
安
定
的
な
財
源
を
確
保
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
主
な
社
会
福
祉
施
策
の
動

向
と
し
て
は
、幼
児
教
育・保
育
無
償
化

の
実
施
や
、子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制

度
の
５
年
後
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
見

込
み
で
、厚
生
労
働
省
は
３
つ
の
重
点

事
項
に
基
づ
き
、地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
含
む
施
策
を
推
進
す
る（
表
１
）。

　
ま
た
、国
は
２
０
２
５
年
の
先
を
見

据
え
、団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
者

と
な
る
２
０
４
０
年
に
向
け
た
検
討
に

着
手
。①
多
様
な
就
労
・
社
会
参
加
、

②
健
康
寿
命
の
延
伸
、③
医
療・福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
等
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

兵
庫
県
の
動
き

　
兵
庫
県
は
、全
て
の
人
が
包
摂
さ

れ
、自
信
と
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
、平
成
30
年
4
月
に

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
づ
く
り
に
関
す

る
条
例
」を
施
行
。こ
れ
か
ら
の
県
政

推
進
の
基
本
に
据
え
た
。

　
さ
ら
に
、社
会
的
孤
立
や
社
会
的
排

除
が
深
刻
化
し
て
い
る
地
域
社
会
の

現
状
と
、国
に
お
け
る
地
域
共
生
社
会

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

福
祉
政
策
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、今
年

　今年度は、県社協2020年計画（2016～2020年
度）が後半を迎える中、国が掲げる地域共生社会に
向けた施策の推進や県のユニバーサル社会づくりを
追い風に、「認め合い ともにつながり 支え合う みんな
でつくる ひょうごの福祉」をさらに推進していく１年
となる。
　特集では、今年度の県社協の事業方針・主要事業
について紹介する。

３
月
に「
第
４
期
地
域
福
祉
支
援
計

画
」（
期
間：
２
０
１
９
〜
２
０
２
３
年

度
）を
策
定（
表
２
）。公
民
協
働
の
全

県
的
な
地
域
福
祉
の
基
盤
と
な
る
同

計
画
に
基
づ
き
、支
え
合
い
社
会
づ
く

り
を
一
層
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
25
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、県
は
安
全
安
心

な
基
盤
の
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、

大
規
模
災
害
の
被
災
地
で
活
動
す
る
県

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
補
助
制

度
を
新
た
に
創
設
し
、災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

県
社
協
の
取
り
組
み

　
県
社
協
で
は
、上
記
の
よ
う
な
国・県

の
動
き
と
連
動
し
な
が
ら
、全
県
的
な

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
、次
の
方

針
で
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　
ま
ず
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は「
地
域
で
の

社
会
福
祉
を

取
り
巻
く
情
勢

兵庫県社協
平成３１年度の主要事業
～支え合い社会の実現に向けて～

支
え
合
い
を
す
す
め
よ
う
！
」を
合
言

葉
に
、地
域
で
の
支
え
合
い
活
動
を
推

進
す
る
。誰
で
も
集
え
る
地
域
の
居
場

所
を
創
出
す
る
た
め
、新
た
に
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
カ
フ
ェ
の
開
設
と
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
支
援
す
る
。

　
次
に
、全
県
的
な
地
域
福
祉
の
推
進

に
向
け
て
、新
た
に
地
域
福
祉・介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
経
営
の
調
査
研
究
や
、

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
計
画
策
定
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、福
祉・介
護
人
材
確
保
の
一
環

と
し
て
、新
た
に
福
祉
業
界
研
究
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
ほ
か
、ひ
ょ
う
ご
外

国
人
介
護
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
介
護
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
及
び

相
談
支
援
を
開
始
す
る
。

　
さ
ら
に
、総
合
相
談・生
活
支
援
の
充

実
と
体
制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、大

規
模
災
害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
団
体
等
に
交
通
費
を
助
成
す
る
制

度
を
創
設
す
る
な
ど
、社
会
福
祉
政
策

へ
の
提
言
も
盛
り
込
み
な
が
ら
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

　
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、次

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

表1　平成31（2019）年度厚生労働省予算案における重点事項（抜粋）

働き方改革・人づくり革命・
生産性革命1 質が高く効率的な保健・医療・

介護の提供2 全ての人が安心して暮らせる
社会に向けた福祉等の推進3

新しい時代を
切り拓く
働き方改革 地域包括ケア

システムの
構築

子どもを産み
育てやすい
環境づくり

安心できる
暮らし・
地域づくり

健康寿命
の延伸

Society5.0の
実現に向けた
科学技術・イノ
ベーションの推進

あらゆる人に
チャンスがある
人づくり革命

世界に先駆けた
生産性革命

・予防・健康づくり

・中小企業・小規模事業者への支援
・医療従事者の働き方改革

・地域医療構想達成に向けた
医療提供体制の整備
・介護離職ゼロの実現
・認知症になってからも安心し
暮らし続けられる地域づくり

・希望出生率1.8の実現
・児童虐待の根絶、社会的養育
の強力な推進
・ひとり親家庭等への自立支援

・地域共生社会の実現
・児童虐待の根絶、社会的養育
の強力な推進
・ひとり親家庭等への自立支援

・データヘルス改革
・保健・医療・介護分野における
AI・ICT等の徹底活用

・女性・高齢者をはじめとする
就労促進
・障害者の活躍の場の拡大
・外国人材の働く環境の整備
・人材育成の強化と人材確保
対策の推進
・働き方改革による生産性の向上
・医療・介護・福祉サービス等
における生産性向上
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表2

第4期地域福祉支援計画案の概要

平成31年度の県社協の事業方針

※パブリック・コメント資料を基に抜粋

基本目標

基本理念

推進方策

多様なつながりが創るユニバーサルひょうご

１ ソーシャルインクルージョン（社会的包摂）の視点
２ リスクマネジメント
   （生活・福祉課題の発生予防・対処）の視点
３ コミュニティづくりの視点

１ 地域住民や地域団体等から構成されるネット
ワークの構築

２ 包括的な相談支援体制の構築
３ 地域福祉を推進する人材育成
４ 地域づくり活動の活性化
５ 地域福祉の推進基盤の強化
   （市町地域福祉計画の実効性を高める）

１ 多様なネットワーク
    の構築・推進
　「地域共生社会」の実
現を目指し、多様な主
体が協働する場・仕組
みづくりを進めるとと
もに、大規模災害にも
対応可能な多様なネット
ワークづくりを進める。

2  福祉人材の確保・
　育成
　福祉現場のニーズを
踏まえた人材確保に向
けた多様な取り組みを
進めるとともに、福祉
人材研修センターを拠
点として研修機能の強
化を図る。

3 社会福祉法人の地域における
　公益的な取組の促進
　制度改革の趣旨を踏まえ、社会福
祉法人の経営支援を強化するととも
に、「地域における公益的な取組」を
全県的に推進するため、「社会福祉
法人連絡協議会」の設置・運営支援
を強化していく。
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SPECIAL EDITION

新規・拡充・重点事業を中心に紹介します。

事業計画の全体版は、県社協ホームページでご覧いただけます。

Action３　「総合相談・生活支援」の充実と体制強化を支援します
　誰もが地域で自立した生活を送れるよう、市町社協や社会福祉法人・施設、ＮＰＯ、行政などの関係機関・団体と民生委
員・児童委員、地域住民が連携した「総合相談・生活支援」の充実に向けて、当事者の主体形成や専門機関等による支援の
質の向上、地域における包括的な支援体制の構築を進めます。

Action４　幅広い主体や社会資源がつながる地域づくりを支援します
　多様な地域課題の解決や災害時の被災者支援等に向けて、さまざまな価値観に基づく地域の「支え合う関係」や「つながり
の再構築」を基盤に、ボランティアグループやＮＰＯなどの幅広い主体が力を結集し、連携・協働する地域づくりを推進します。

○「内部管理体制の基本方針」に基づく規程等の整備【新規】
○総合企画部会の設置【新規】

○日常生活自立支援事業の実施体制の見直し【拡充】
　  基幹的社協方式から全市町実施方式に転換し、町社協会議を新たに実施するとともに、業務訪問調査の充実
　　 を図ります。

○生活福祉資金担当職員フォローアップ研修会【新規】
　  各市町社協における相談支援の質の向上を図るための研修を実施します。

○第9回県民ボランタリー活動実態調査【新規】

○大規模災害を想定した「災害ボランティア連携訓練」の実施【拡充】

○大規模災害ボランティア活動応援事業の創設【新規】

事業展開に向けた組織基盤強化
　県社協会員とともに組織基盤強化を着実に推進しながら、組織や業務の管理体制の確立を図ります。
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阪神・淡路大震災から25年を機に、さまざまな主体の連携・協働による訓練の
充実を図ります。

大規模災害時にボランティア活動を行う団体・グループにかかる交通費を助成
する制度を創設します。

ボランタリー活動団体への支援方策を検討するため基礎調査を実施します。
 （調査対象5,000団体）

「ユニバーサルカフェ」開設応援事業
　住み慣れた地域で、高齢者、障害者、子ども・子育て世代、
外国人など誰もが気軽に集い、悩みや困りごとを共有でき、
ユニバーサル社会づくりの取り組みについて情報共有・発
信、交流を行える「地域の居場所づくり」を応援します。
　具体的には、用品購入・広報経費や講座・イベント開催経
費を助成します。



「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの推進
平成31年度 県社協の主な取り組み

　「支え合い社会」の実現につながるよう、「地域での支え合いをすすめよう！」をテーマに、
着実な取り組みの推進を図ります。

Action１　市町社協とともに地域福祉の基盤づくりを推進します
　市町域における課題解決のネットワークを構築し、地域福祉推進の基盤強化を進める上で、市町社協がコーディネー
ターとしての役割を発揮できるよう、市町社協とともに課題への対応方策について検討・研究を行うとともに、全県的な地
域福祉推進上の課題解決に向けた検討の場づくりや政策提言を行います。

Action２　地域福祉を進める組織・福祉専門職養成を支援します
　一人ひとりの尊厳ある生活を総合的に支える視点で、福祉サービスの一層の質の向上を進めるため、県内社会福祉法
人が地域福祉の推進役としてサービスの水準をリードできるよう、施設種別協議会や幅広い団体・機関と連携・協働し、法
人の経営支援及び福祉人材確保と養成の充実・強化を図ります。

○福祉・介護人材確保対策強化事業の実施【拡充】
福祉・介護人材の確保を促進するため、相談窓口の拡充など福祉人材センター
の機能を強化します。

○地域福祉・介護サービス事業経営の調査研究事業【新規】

○全県キャンペーン推進協議会の運営（総会8月、幹事会2月）
○「支え合い社会」県民フォーラムの開催
○地域フォーラムの開催
○パンフレット・チラシ、広報資材の作成・配布
○ユニバーサルカフェ開設応援事業【新規】

県内市町社協の介護サービス事業経営の現状把握と分析を通し、課題整理を行います。

○地域福祉推進のための計画策定セミナー【新規】
各市町の地域福祉の推進基盤に関する点検評価を促進するセミナーを開催します。

○「地域での生活支援体制づくり」の推進【拡充】
生活支援コーディネーターの活動促進に向けて、管理職会議・フォローアップ研修
を開催します。

○福祉業界研究イベントの開催【新規】
学生等を対象に福祉のしごとの理解を深めるために開催します。

○ひょうご外国人介護実習支援センターの運営、介護職の技能
   実習生相談員の設置【拡充】

○民間社会福祉事業職員互助会 創立45周年事業の開催【新規】
○社会福祉専門研修事業、福祉マネジメント研修事業の実施【拡充】

介護技能実習生の受け入れを開始するとともに、専門相談員を配置して相談支
援等を行います。

福祉人材研修センターにおいて各種研修の充実を図るとともに、「職場定着支援
研修」を新たに実施します。
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「ストップ・ザ・無縁社会」

地域での支え合い
http://stop-muen.jp

ＴＯＰＩＣＳ

　南あわじ市西部の丸山地区に、平成30年5月、誰も
が気軽に立ち寄れる「おしゃべりカフェ」が開設されま
した。カフェは、丸山地区公民館の一室を借用し、毎週
水曜日の10時から16時までオープンしており、手づく
りのパンやケーキ、コーヒーなどを提供しています。
　丸山地区は高齢化率が40％超と非常に高く、住民
が気軽に集まり話し合える場が少ない状況でした。カ
フェの代表を務める濱田さんは、定年退職を機に地域
の居場所づくりに取り組み、「元気な地域づくりに貢献
したい」との思いから、カフェの運営を始めました。
　開設当初は、10名程の参加者でしたが、丸山地域づ
くり協議会を通じた広報や口コミなどで徐々に知れ渡
り、現在では30名前後に増えました。子育て世代も参

加し、世代を超えたつながりづくりの機会にもなってい
ます。参加者から「話し相手がいるのでありがたい」「公
民館に来たついでに気軽に立ち寄れる」といった声が
寄せられるほか、他地区の民生委員・児童委員が見学
に訪れるなど、取り組みの成果を実感しています。
　今年4月からは、「料理教室、絵本の読み聞かせ、編
み物教室などを催
し、参加者層の拡
大と生きがいづく
りにも寄与したい
ですね」と濱田代
表は意欲的に話し
ました。

　芦屋市では、3月1日に「ストップ・ザ・無縁社会 地
域フォーラム」を開催し、福祉推進委員や民生委員・
児童委員ら150人余りの参加がありました。
　第1部では、地域福祉の推進に貢献された福祉推
進委員（民生・児童協力委員）37名とボランティアグ
ループ4団体に会長感謝状を手渡しました。
　第2部の講演会では、ＮＰＯ法人さくらネット代表
理事の石井布紀子氏から「災害支援から見た地域
福祉」をテーマにご講演いただきました。全国の被
災地を支援する中で、被害を減らす（減災）ために
は、日ごろからの地域でのつながりが大切であるこ
とや、被災した時に“心を守る方法”を身に付けて、
被害を少なくすることが必要であることも確認しま
した。防災や減災は「人との
つながり＝安心貯金が大切」
というキーワードで締めくく
られ、今後の活動につなが
る良い機会となりました。

災害支援から見た地域福祉

地域の居場所「ユニバーサルカフェ」の取り組みを紹介します。
世代間交流で“まち”を元気に「おしゃべりカフェ」（南あわじ市）

　3月8日、県福祉人材研修センターで、全県キャン
ペーン推進協議会の幹事会が開催されました。
　平成31年度は、重点として「ふるさとひょうご寄
附金」を活用した「ユニバーサルカフェ開設応援事
業」を実施し、地域団体や市町社協などが実施する
地域での福祉拠点（サロン、カフェ）づくりを支援し
ていくことを確認しました。

推進協議会幹事会で平成31年度の
事業計画案・予算案を協議

平成31年度事業計画案

1
2
3

4
5
6

「支え合い社会」県民フォーラムの開催
「地域での支え合い活動」事例の収集・発信
地域でのつながりの場づくりの支援
・ ユニバーサルカフェ開設応援事業の実施
広報・啓発活動
推進協議会の運営
推進団体の加入促進、協賛金の募集
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みんなでつくるひょうごの福祉
地域で支え合い、地域を元気にする取り組みを紹介します
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車中の会話も楽しみの一つ。
安全な道を選んで送迎する

活動の仲間を作りながらスキルアップ
～養成講座の様子～
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　今回は、特別養護老人ホームの第2シルバーコースト甲子園が実施する「福

祉巡回バス」について紹介します。

　地域で開催される認知症カフェや施設内のオープンカフェなどを通じて、

住民を見守りながらニーズをキャッチし、民生委員・児童委員や地域包括支援

センターと連携して住民の移動支援に取り組んでいます。

福祉巡回バスによる移動支援

社会福祉法人円勝会
第2シルバーコースト甲子園
西宮市枝川町17-55
ＴＥＬ：0798-43-0801
ＵＲＬ：http://enshoukai.com/

Q1.取り組みのきっかけは
A1.第2シルバーコースト甲子園の周辺は、昭和
30年代に団地建設が進められ、現在では高齢者
が多い地域です。平成27年7月の開設当初から、
施設のオープンカフェスペースや自動車、職員な
どの資源を地域に役立てたいと考えていました。
　そのような中、社会福祉協議会や地域包括支援
センターから相談があり、団地内で開催する認知
症カフェの相談援助やレクリエーションを近隣の
高齢者施設と交代で担い始めました。
　また、この地域は駅から少し遠いため、高齢者に
とって買い物などが不便なことが分かり、施設の

車を活用して団地や商業施設を回る「福
祉巡回バス」の運行を開始しました。

Q2.どのように活動を進めていますか
A2.福祉巡回バスは、週3日、1日に2～4往復、施
設と団地、商業施設を回ります。主な対象は高齢者
や障害者で、乗車位置も柔軟に対応しています。移
動に困っている方に情報が届くよう、民生委員・児
童委員の集まりや病院で広報しています。
　この活動が地域に浸透する中、利用者の希望で、
月1回、ホームセンターへ行く買い物バスがスタ
ートしました。また、認知症カフェで「地域の昼
食会に参加したいが、遠くて歩いていけな
い」という声を聴いた民生委員・児童委員
から相談が寄せられ、月2回、地域の昼
食会に高齢者を送迎することも始めま
した。介護の資格を持つ職員が運
転を担当しており、見守りや介助
もできるのが強みです。

Q3.今後、どのように進めていきたい
　  ですか
A3.施設は地域の一部であり、住民の要望とともに
施設の役割も変化します。誰もが集える開かれた施設、
頼られる存在になりたいです。
　福祉巡回バスの実施や認知症カフェでの相談援助など
を通じて、住民や地域の団体とのつながりができました。多
くの人と関係ができることで施設に情報が集まる上、施設
で生活する利用者も自然に外部との関わりを持つことがで
きます。最近では、施設内の部屋を無料開放して、教養・娯楽
講座もスタートし、利用者も住民も一緒に参加しています。
　今後も、住民が困った時に当たり前のように頼られる、生活に
身近な施設（地域の拠り所）を目指していきます。

キラリ★社会福祉法人
～社会福祉法人 円勝会～ 

バスの中は、いつも
コミュニケーションに
あふれています

絵手紙や書道などの教養・
娯楽講座を、施設の利用者
と住民が一緒に楽しみます

暮らしを支える地域公益活動を紹介します。
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近
代
的
な
建
築
に
興
味
を
持
ち
、大

学
で
は
建
築
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。大

学
卒
業
後
は
ま
ち
の
開
発
に
携
わ
る

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、当
時
は
ま
だ
行
政
や
民
間
の
開
発

業
者
だ
け
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、実
際
に
生
活
す
る
地
域
住
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
は
で

き
な
い
か
と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
の
復
興
の
過
程
で
住
民
の
声
を
し

っ
か
り
聞
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る「
ま
ち
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
、「
ま
ち
コ
ミ
」）」

（
神
戸
市
長
田
区
）と
い
う
団
体
を
知

り
ま
し
た
。私
は
、こ
こ
で
住
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
こ
う
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
ち
コ
ミ
が
あ
る
地
区
は
約
８
割

が
全
焼
し
ま
し
た
。震
災
後
の
地
区
の

再
建
や
住
民
の
住
宅
・
生
活
再
建
を
後

押
し
し
よ
う
と
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
サ
ポ
ー
ト
に

取
り
組
み
ま
し
た
。活
動
拠
点
と
な
る

事
務
所
は
、「
一
人
で
も
多
く
の
住
民

に
こ
の
地
区
で
再
建
し
て
ほ
し
い
」と

願
い
居
住
者
を
募
っ
て
建
て
た
共
同

再
建
住
宅「
み
く
ら
5
」の
中
に
あ
り
、

地
域
の
居
場
所
と
し
て
住
民
主
体
の

お
茶
会
や
食
事
会
な
ど
が
開
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　
と
あ
る
地
縁
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
中
で
の
出
来
事
で
す
。そ
の
団
体

が
、地
域
で
開
い
た
会
合
の
回
数
は
５

年
間
で
3
0
0
回
を
超
え
て
い
ま
し

た
。す
る
と
会
合
の
出
席
や
活
動
へ
の

参
加
に
積
極
的
な
住
民
と
、普
段
の
生

活
の
た
め
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
時

間
を
持
て
な
い
住
民
と
の
間
に
溝
が

深
ま
っ
て
い
き
、活
動
の
継
続
が
困
難

と
な
っ
て
最
終
的
に
は
解
散
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
な
住
民
へ
の
支

援
を
率
先
し
て
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

積
極
的
に
関
わ
れ
な
い
住
民
に
も
寄

り
添
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
で
し
た
。そ
れ
は
、そ
の
後
の
東

日
本
大
震
災
等
の
被
災
地
の
復
興
支

援
に
お
い
て
も
、仕
事
や
寝
食
を
共
に

し
な
が
ら
住
民
の
こ
と
を
十
分
に
理

解
し
、生
活
や
営
み
を
尊
重
し
な
が
ら

支
援
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
が
公
表
し
た
西
日
本
豪
雨

の
避
難
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
よ
る
と
、避
難
勧
告（
指
示
）が
発
令

さ
れ
な
が
ら
も
、避
難
し
な
か
っ
た
人

が
多
く
い
ま
し
た
。一
方
で
、地
域
住

民
が
連
携
し
、全
員
が
避
難
し
た
地
区

も
あ
り
ま
し
た
。災
害
前
か
ら
地
域
で

助
け
合
え
る
関
係
性
を
つ
く
っ
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
私
は
、講
演
活
動
を
通
じ
て
、要
援

護
者
も
避
難
で
き
る
体
制
づ
く
り
な

ど「
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
で
福
祉

の
視
点
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
」に
つ

い
て
伝
え
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

「
ま
ち
・
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
の
出
会
い

住
民
の
生
活
や
営
み
を

尊
重
し
た
活
動

支
え
合
う
地
域
防
災
の

普
及
に
向
け
て

私
の
モ
ッ
ト
ー 

住民の生活や営みを見つめる

宮定 章さん 
（西宮市）

みやさだ　あきら

2019 April9

Personal History

平成12年　阪神・淡路大震災まち支援グループ「まち・コミュニケーション」
　　　　　（現・認定特定非営利活動法人まち・コミュニケーション）の活動に参加
平成14年　同グループ代表に就任
現在　　　 同法人代表理事、工学博士、兵庫県県民生活審議会委員

東日本大震災被災地における
住民からの聴き取り調査

現
場
で
感
じ
、

考
え
る

現
場
で
感
じ
、

考
え
る

フ
ァ
イ
ブ



　

３
月
５
〜
６
日
に
、養
父
市
社
協
の

協
力
を
得
て
、養
父
市
で「
地
域
づ
く
り

支
援
を
紐
解
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

講
座
」を
開
催
し
た
。県
内
の
社
協
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
な
ど
13

名
が
参
加
。講
座
で
は
、「
地
域
理
解
」

を
テ
ー
マ
に
、地
域
づ
く
り
に
向
け
て

地
域
の
何
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の

か
を
学
ん
だ
。

　
１
日
目
は
、高
知
県
土
佐
町
社
協
と

宝
塚
市
社
協
、養
父
市
社
協
の
小
地
域

　

３
月
６
日
、県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
対
象

に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
事
故
対
策

と
安
全
管
理
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会

を
開
催
。本
研
修
は
、ひ
ょ
う
ご
福
祉
サ

ー
ビ
ス
総
合
補
償
制
度
の
説
明
会
も
兼

ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、最
初
に
平
成
30

年
度
に
県
内
で
起
き
た
賠
償
事
故
事

例
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
イ
ン
タ
ー
リ

　
３
月
８
日
、神
戸
市
内
で「
生
活
支
援

体
制
整
備
の
進
め
方
」を
テ
ー
マ
に
、行

政
や
社
協
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
者
を
対
象
に
全
県
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
た
。

　
講
師
に
は
、関
西
学
院
大
学
の
藤
井
博

志
教
授
を
迎
え
、生
活
支
援
体
制
整
備
の

推
進
に
は「
地
域
づ
く
り
」の
視
点
を
持
つ

こ
と
が
必
要
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

ま
た
、県
高
齢
政
策
課
の
津
曲
共
和
課
長

の
行
政
報
告
で
は
、生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
は
、住
民

主
体
で
取
り
組
む
こ
と
、市
町
行
政
が
関

わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。そ
し
て
、篠
山
市
、西
宮
市
社

協
、淡
路
市
社
協
か
ら
登
壇
者
を
迎
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、行
政
、社

協
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
報
告
と
と
も
に
、生

活
支
援
体
制
整
備
の
今
後
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
討
議
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
中
、住
民
主
体
の
地

域
づ
く
り
の
視
点
を
持
っ
て
事
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
学
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

全
県
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
故
対
策

と
安
全
管
理
を
学
ぶ

福
祉
活
動
の
実
践
を
聞
き
、地
域
を
み

る
視
点
を
受
講
者
間
で
話
し
合
っ
た
。

　
２
日
目
は
、養
父
市
大
屋
町
明
延
地

区
に
お
い
て
、同
地
区
が
立
ち
上
げ
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
一
円
電
車
あ
け
の
べ
」の

和
田
さ
ん
と
、明
延
区
長
の
小
林
さ
ん

に
地
区
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
上
で
、

ま
ち
歩
き
を
実
施
。住
民
の
話
を
聞
い

た
り
、地
区
の
状
況
を
肌
で
感
じ
た
り

す
る
こ
と
が
、地
域
理
解
の
視
点
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は「
住
民
の
潜
在
力
と

可
能
性
を
信
じ
た
い
」、「
講
座
の
演
習

を
持
ち
帰
っ
て
、住
民
と
一
緒
に
取
り
組

み
た
い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ス
ク
総
研
㈱
上
席
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
松

岡
伸
輔
氏
の
講
演
で
は
、リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
の
全
体
像
を
整

理
し
た
上
で
、各
ス
テ
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

2
0
1
7
年
に
改
正
さ
れ
た
水
防
法
の

改
正
に
伴
う
対
応
を
含
め
て
、避
難
確

保
計
画
作
成
の
要
点
を
学
ん
だ
。

　

県
社
協
で
は
、今
後
も
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
研
修
の
開
催
や
ひ
ょ
う
ご
福
祉
サ

ー
ビ
ス
総
合
補
償
制
度
の
運
営
を
通
し

て
、利
用
者
が
安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

地域の魅力と状況を肌で感じる（明延地区）

ひょうごの福祉

2019 April 10

N OW県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。



　
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
利
用
者

主
体
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、そ

の
実
践
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、県

社
協
は「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
修
テ
キ
ス
ト
」を
出
版
し
た
。テ
キ

ス
ト
は
講
義
編
・
事
例
編
で
構
成
し
、

掲
載
の
４
事
例
に
は
参
考
ケ
ア
プ
ラ

ン
と
詳
細
な
解
説
を
加
え
た
。入
所

施
設
の
ケ
ア
の
質
を
高
め
る
一
助
と

し
て
、ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
２
月
21
日
、神
戸
を
拠
点
に
活
動
す

る
音
楽
バ
ン
ド「
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ａ
！
」か

ら
兵
庫
善
意
銀
行
に
車
い
す
４
台
が
寄

贈
さ
れ
た
。同
団
体
は
、１
月
26
日
に
開

催
し
た「
阪
神
淡
路
大
震
災
チ
ャ
リ
テ

ィ
ワ
ン
マ
ン
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
２
０
１
９
」で
の

募
金
を
も
と
に
車
い
す
を
寄
贈
。今
年

で
2
回
目
と
な
る
。車
い
す
は
、宝
塚

市
、高
砂
市
、多
可
町
、太
子
町
の
各
社

協
で
活
用
さ
れ
る
。

　

３
月
９
日
、東
条
湖
お
も
ち
ゃ
王
国

は
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、第

18
回「
お
も
ち
ゃ
王
国
の
休
日
」を
開
催
。

県
内
の
児
童
養
護
施
設
の
児
童
や
、東

日
本
大
震
災
に
よ
る
兵
庫
県
へ
の
避
難

児
童
ら
約
7
7
0
名
を
招
待
し
た
。

　
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
は
、子

ど
も
た
ち
が
遊
び
や
触
れ
合
い
を
通
じ

て
、豊
か
な
人
間
関
係
を
結
ぶ
機
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
実
施
。ビ
ン
ゴ
や

昼
食
の
後
、子
ど
も
た
ち
は
乗
り
物
に

乗
る
な
ど
楽
し
い一日
を
過
ご
し
た
。

　
３
月
12
日
、親
切
会
関
西
支
部
か
ら

県
内
で
活
動
す
る
当
事
者
団
体
な
ど
３

団
体
に
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
た
。贈
呈

先
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
・
ア
ミ
ー
ゴ
」「
こ
く
さ
い
ひ
ろ
ば
芦

屋
」「
ネ
ッ
ト
依
存
の
子
を
も
つ
親
の

会
」で
、研
修
や
交
流
会
な
ど
、活
動
の

充
実
、発
展
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
。

　
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、３
月

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
入
所
施
設

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
対
象
に
し
た「
施

設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」を
開
催
し
、

利
用
者
の
暮
ら
し
に
向
き
合
う
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
約
２
３
０
名
が
参
加
し
た
。

　
入
所
施
設
の
利
用
者
が
最
期
ま
で

そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
す
に
は
、質
の
高

い
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
チ
ー
ム
に
よ
る
実

行
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

研
修
で
は「
一
人
一
人
の
施
設
で
の
生

活
を
個
別
化
す
る
」「
意
思
表
示
が
困

難
な
利
用
者
の
代
弁
を
す
る
」「
多
職

種
連
携
を
図
る
」と
い
う
３
点
に
重
点

を
置
い
て
演
習
が
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
研
修
は
全
国
的
に
珍

し
く
、参
加
者
は
実
践
か
ら
見
え
る
課

題
意
識
を
持
ち
寄
り
、熱
心
に
学
び
を

深
め
た
。

　
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、今

回
の
研
修
に
あ
わ
せ
シ
ラ
バ
ス
を
整
備

し
、テ
キ
ス
ト
を
出
版
。今
後
も
施
設
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
実
践
力
を
高
め
ら
れ

る
研
修
を
提
供
す
る
予
定
で
あ
る
。

入
所
施
設
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る

寄
付・寄
贈
の
お
礼

新
刊

「
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
研
修
テ
キ
ス
ト
」を
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県社協企画部
☎078-242-4636

【購入はこちら】

利用者に寄り添ったケアマネジメントに向けて、
熱心に意見交換
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I N F O R M A T I O N

家庭用常備薬品等販売のご案内

品
納
特

55%
OFF

70%
OFF

42%
OFF

46%
OFF

51%
OFF

52%
OFF

39%
OFF

50%
OFF

60%
OFF

74%
OFF

67%
OFF

49%
OFF

60%
OFF

49%
OFF

54%
OFF

42%
OFF

58%
OFF

才から15 才から2

才から15 才から5

才から3

才から8

才から5 才から5 才から15

才から15
才から7

才から3

円円440 440 円円440 440 

円円480 480 円円480 480 円円420 420 円円420 420 

円円280 280 円円280 280 円円250 250 円円250 250 

円円260 260 円円260 260 

円円750 750 円円750 750 

円円250 250 円円250 250 円円470 470 円円470 470 円円1,600 1,600 円円1,600 1,600 

円円300 300 円円300 300 円円280 280 円円280 280 

円円2,780 2,780 円円2,780 2,780 円円1,690 1,690 円円1,690 1,690 円円340 340 円円340 340 円円650 650 円円650 650 

円円980 980 円円980 980 円円980 980 円円980 980 円円2,480 2,480 円円2,480 2,480 円円4,480 4,480 円円4,480 4,480 

㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円994994

㋱ オープン㋱ オープン ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円1,4041,404

㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円486486 ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円464464

㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円540540

㋱ オープン㋱ オープン

㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円529529 ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円778778 ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円3,2403,240

㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円756756 ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円1,0801,080

㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円8,6188,618 ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円3,3703,370㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円864864 ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円1,2961,296

㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円2,1602,160 ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円1,7061,706 ㋱ オープン㋱ オープン ㋱ 税込 　　　円㋱ 税込 　　　円10,80010,800

医療機器届出番号 /
29B2X10005000006
医療機器届出番号 /
29B2X10005000006

製品サイズ：約107×141×79mm　
重量：約280g（電池含まず）
医療機器認証番号 / 
225AABZX00105000

製品サイズ：約107×141×79mm　
重量：約280g（電池含まず）
医療機器認証番号 / 
225AABZX00105000

本体：全長約195（ブラシ含む）×
幅約18.8×奥行き約18.8 ｍｍ
本体：全長約195（ブラシ含む）×
幅約18.8×奥行き約18.8 ｍｍ

歯と歯ぐきをトータルケア　歯槽膿漏・
歯肉炎・歯石沈着の予防に
歯と歯ぐきをトータルケア　歯槽膿漏・
歯肉炎・歯石沈着の予防に

くしゃみ、鼻みず、鼻づまりにくしゃみ、鼻みず、鼻づまりに 感冒、頭痛、鼻かぜ、肩こり
（漢方処方）
感冒、頭痛、鼻かぜ、肩こり
（漢方処方）

頭痛・歯痛・生理痛などに頭痛・歯痛・生理痛などに せき・のど・たんにせき・のど・たんに

たん・せき・のどのあれたん・せき・のどのあれ

胃酸過多・胸やけ・胃痛・胃重胃酸過多・胸やけ・胃痛・胃重

軟便・下痢・食あたり・水あたり・
はき下しなど
軟便・下痢・食あたり・水あたり・
はき下しなど

軟便・下痢・食あたり・水あたり・
はき下しなど
軟便・下痢・食あたり・水あたり・
はき下しなど 脂質代謝を上げて脂肪を分解・燃焼して減らす脂質代謝を上げて脂肪を分解・燃焼して減らす

血行を促進し、コリ固まった筋肉を
じわっとほぐす
血行を促進し、コリ固まった筋肉を
じわっとほぐす

完全防水タイプの
極薄フィルム絆創膏
完全防水タイプの
極薄フィルム絆創膏

眼精疲労　肩こり・腰痛眼精疲労　肩こり・腰痛
しみ・そばかす・日やけ・
かぶれによる色素沈着
しみ・そばかす・日やけ・
かぶれによる色素沈着

目のかすみ、目の疲れ、
結膜充血、目のかゆみに
目のかすみ、目の疲れ、
結膜充血、目のかゆみに

目にたまった汚れなどをピンクの
液が洗い流し眼病予防
目にたまった汚れなどをピンクの
液が洗い流し眼病予防

肌あれ・いぼに、からだの中から
飲んで効く　飲みやすい小粒錠
肌あれ・いぼに、からだの中から
飲んで効く　飲みやすい小粒錠

虫歯・歯周炎（歯槽膿漏）・歯肉（齦）
炎・口臭の防止・歯を白く・口中を浄化・
口中を爽快に　ほんのりレモン味

虫歯・歯周炎（歯槽膿漏）・歯肉（齦）
炎・口臭の防止・歯を白く・口中を浄化・
口中を爽快に　ほんのりレモン味

1回10時間の満充電で、7日間使用
可能　本体は水洗いOK　凹凸の
少ないフラットデザイン　替えブラシを
清潔に保管できるブラシスタンド付き

1回10時間の満充電で、7日間使用
可能　本体は水洗いOK　凹凸の
少ないフラットデザイン　替えブラシを
清潔に保管できるブラシスタンド付き

血圧値レベル表示は測定
結果を数値とレベルで表示
血圧値レベル表示は測定
結果を数値とレベルで表示

9種類の薬用成分配合9種類の薬用成分配合

1回1カプセル　
1日2回で
ずっと効く

1回1カプセル　
1日2回で
ずっと効く

体力中等度
以上の方で
かぜの
ひき始めに

体力中等度
以上の方で
かぜの
ひき始めに

早く効いて胃にやさしい早く効いて胃にやさしい シュガーレスシュガーレス

水なしで
服用できる
顆粒タイプ

水なしで
服用できる
顆粒タイプ

荒れて弱った
胃の
不快症状に
しっかり効く

荒れて弱った
胃の
不快症状に
しっかり効く

100年以上前から
使用されている
常備薬

100年以上前から
使用されている
常備薬

においの少ない
飲みやすい
白い錠剤

においの少ない
飲みやすい
白い錠剤

脂質代謝を上げて
おなかにたまった
脂肪を落とす

脂質代謝を上げて
おなかにたまった
脂肪を落とす

肩や
背中への
塗りやすさ

肩や
背中への
塗りやすさ

水やバイ菌を
ブロック　
空気や蒸気は
通すのでムレにくい

水やバイ菌を
ブロック　
空気や蒸気は
通すのでムレにくい

ビタミンＢ1・B6・
B12製剤　
ビタミンE配合

ビタミンＢ1・B6・
B12製剤　
ビタミンE配合

L-システイン
240mg・
ビタミンC
1000mg配合

L-システイン
240mg・
ビタミンC
1000mg配合

ビタミンA、E、B6の
トリプル
ビタミン処方

ビタミンA、E、B6の
トリプル
ビタミン処方

まるごと洗って、
瞳をスッキリ
清潔・健康に

まるごと洗って、
瞳をスッキリ
清潔・健康に

いぼ・ぶつぶつ肌に、
からだの中から
飲んで効く

いぼ・ぶつぶつ肌に、
からだの中から
飲んで効く

熊本で生まれた
薬用ハミガキ　
研磨剤・合成界面
活性剤無配合

熊本で生まれた
薬用ハミガキ　
研磨剤・合成界面
活性剤無配合

手みがきの約5倍の
歯垢除去力と
つるつる感

手みがきの約5倍の
歯垢除去力と
つるつる感

カフがぴったり
巻かれているかを
知らせる

カフがぴったり
巻かれているかを
知らせる

クリーンデンタルF

コンタック600ファースト シオノギ 根湯エキス顆粒

バファリンＡ

龍角散ダイレクト
スティックミント

新キャベジンコーワS

正露丸 セイロガン糖衣Ａ 「クラシエ」漢方防風通聖
散料エキスＥＸ錠

アンメルツヨコヨコ 防水救急ばんそう膏

新ネオビタミンEX
「クニヒロ」

ネオビタホワイト
Cプラス「クニヒロ」スマイル40EX アイボンWビタミン

ヨクイニンタブレット
薬用ハミガキ  
トゥースプロテクト

音波式電動歯ブラシ（充電式）
オムロン  上腕式血圧計

第一三共/50g第一三共/50g 【歯科】【歯科】

グラクソ・スミスクライン/10カプセルグラクソ・スミスクライン/10カプセル 【鼻炎】【鼻炎】 シオノギ/12包シオノギ/12包 【かぜ】【かぜ】

ライオン/16錠ライオン/16錠 【解熱・鎮痛】【解熱・鎮痛】 浅田飴/24錠浅田飴/24錠 【せき】【せき】

龍角散/12包龍角散/12包 【せき】【せき】

興和/110錠興和/110錠 【胃腸薬】【胃腸薬】

大幸/50粒大幸/50粒 【止しゃ薬】【止しゃ薬】 大幸/24錠大幸/24錠 【止しゃ薬】【止しゃ薬】 クラシエ/168錠クラシエ/168錠 【メタボリック】【メタボリック】

小林/48ml小林/48ml 【消炎薬】【消炎薬】 共立/1サイズ70枚共立/1サイズ70枚 【絆創膏】【絆創膏】

皇漢堂/270錠皇漢堂/270錠 【栄養剤】【栄養剤】
皇漢堂/240錠皇漢堂/240錠 【栄養剤】【栄養剤】

ライオン/15mlライオン/15ml 【目薬】【目薬】 小林/500ml小林/500ml 【洗眼】【洗眼】

クラシエ/270錠クラシエ/270錠 【肌】【肌】

テイカ/100ｇテイカ/100ｇ 【歯科】【歯科】 オムロン/HT-B303-Wオムロン/HT-B303-W 【健康用品】【健康用品】

オムロン/HEM-7131オムロン/HEM-7131 【健康用品】【健康用品】

医薬部外品

第2類医薬品 第2類医薬品

第②類医薬品 第②類医薬品

第3類医薬品

第2類医薬品

第2類医薬品 第2類医薬品 第2類医薬品

第3類医薬品 一般医療機器

第3類医薬品
第3類医薬品

第2類医薬品 第3類医薬品

第3類医薬品

医薬部外品

管理医療機器
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期間限定期間限定

特集

助成金情報

行事予定

ひょうご安全の日推進県民会議
ひょうご安全の日推進事業 2019年度助成
「ひょうご防災減災推進条例」に基づき、地域団
体など県民の皆さんによる、阪神・淡路大震災の
経験と教訓を継承し安全・安心な社会づくりを
推進するため、日々の生活の中で防災減災に取
り組む「災害文化」を広める事業を支援します。
①全県事業・地域事業　　　　　　　　　
②自主防災組織強化支援事業　　　　　　
③-1実践活動事業　　　　　　　　　　　
③-2計画等策定支援専門家派遣事業
対象・助成額　詳細はホームページへ
締切り　①【第2期】2019年6月3日（月）～6月17

日（月）【第3期】2019年9月16日（月）～9
月30日（月）、②事業開始月の前々月20
日まで、③-1事業開始月の前月5日まで

●問　●申　ひょうご安全の日推進県民会議事務局
　　　　TEL 078-362-9984
U R L　http://19950117hyogo.jp/

ひょうごユニバーサル社会づくり賞募集
「全ての人が主体的に生き、支え合う社会」の実現
に向けて取り組んでいる県内の活動を募集し、「ひょ
うごユニバーサル社会づくり賞」として顕彰します。
推薦対象　ユニバーサル社会づくりの見本となる率先

した活動を行っている、兵庫県内に在住ま
たは、活動の拠点を置く個人、団体、企業

推薦方法　推薦用紙に必要事項を記入のうえ、ユニ
バーサル推進課に提出。※自薦・他薦不問

締切り　2019年5月24日（金）
●問　●申　兵庫県 健康福祉部 障害福祉局 ユニ

バーサル推進課 ユニバーサル政策班
　　　　 TEL 078-362-4379
U R L　https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf10/
　　　　 universal/shakaidukuri.html

　　3日～ 介護支援専門員更新研修B・再研修
◆神戸ファッションマートほか

　　11日　兵庫県福祉人材研修センター開所式
◆県福祉人材研修センター

  15日～　介護支援専門員専門研修課程Ⅰ・
更新研修A（前期）　　　　　　
◆県福祉人材研修センターほか

　　22日　社会福祉協議会新任事務局長研修
◆県福祉人材研修センター

22日・23日 社会福祉協議会新任職員研修 
◆県福祉人材研修センター

　　10日　日常生活自立支援事業 新任専門
員研修会　　　　　　　　　 
◆県福祉センター

県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。ぜひ
ご活用ください。

公益財団法人毎日新聞大阪社会事業団
配食車贈呈事業
高齢者や障害者を対象にした配食サービスを
展開しているボランティアや民間団体、施設な
どに配食サービス車を贈呈します。
対　象　高齢者や障害者らを対象にした配食

サービスを行っているボランティアや
民間団体、施設など

内　容　年間1台の配食サービス車を贈呈
締切り　2019年5月10日（金）必着
●問　●申　毎日新聞大阪社会事業団
　　　　 TEL 06-6346-1180
U R L　https://www.mainichi.co.jp/osaka_
　　　　shakaijigyo/

公益財団法人みずほ教育福祉財団
第３６回老後を豊かにするボランティ
ア活動資金助成
高齢者を主な対象として活動するボランティア
グループなどに対し、活動において継続的に使
用する用具・機器類の取得資金を助成します。
対　象　地域において、助成の趣旨に沿った

活動を行っている比較的小規模なボ
ランティアグループで、応募要項にお
ける要件を満たすグループ

助成額　１グループにつき上限10万円（115
グループ程度を予定）

締切り　2019年5月24日（金）必着
●問　●申　みずほ教育福祉財団 福祉事業部
　　　　TEL 03-3596-4532
U R L　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

公益財団法人みずほ教育福祉財団
第１７回配食用小型電気自動車寄贈事業
高齢者向けに配食サービスを行っている民間
団体に対し、配食用小型電気自動車（愛称：み
ずほ号）の寄贈を行います。
対　象　高齢者を主な対象とし、原則として１

年以上継続して週１以上、調理・家
庭への配食・友愛サービスを一貫し
て行っているなどの、応募要項におけ
る要件を満たす団体

締切り　2019年6月7日（金）必着
●問　●申　みずほ教育福祉財団 福祉事業部
　　　　TEL 03-3596-4532
U R L　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

5月

4月

退 職 平成31年3月31日付

派 遣
平成31年4月1日付、［　　　　］内は前職名等

　　15日　生活福祉資金新任担当職員研修会
◆県福祉センター

　　27日　県社協監事監査　　　　　　　
◆県福祉センター

事務局長［新規採用］ 北村　悦伸
企画部主任［社会福祉研修所研修第２部主任］ 
　　　　　　　　　　　 　　長谷川　哲也
経理部主任［事務局主任（県高齢政策課派遣）］
　　　　　　　　　　　　　　 高橋　操実
福祉事業部主任［企画部主任］ 富永　尭史
同　主事［社会福祉研修所研修第１部主事］ 
　　　　　　　　　　　　　　 塩谷　綾花
福祉支援部副部長［経理部副部長］ 
　　　　　　　　　　　　　　 福本　良忠
福祉人材研修センター　研修第１部主事［福
祉支援部主事］　　　  　　　　菊澤　芽衣
同　研修第２部主任［福祉事業部主任］ 
　　　　　　　　　　　　　　 宮﨑　香衣
同　研修第２部主事［福祉事業部主事］ 
　　　　　　　　　　　 　　丹下　公美子
ひょうごボランタリープラザ副所長［県派遣・
企画県民部防災企画局復興支援課長］ 
　　　　　　　　　　　　　　 芳永　和之
同　事務局長［昇任・同　事務局次長］ 
　　　　　　　　　　　 　　松原　富美子
同　事務局次長兼総務調整部長［県派遣・阪
神北県民局県民交流室室長補佐兼県民課長］ 
　　　　　　　　　　　　　　 沖本　通浩
同　交流支援部副部長［昇任・同　総務調
整部主任］　　　　　 北川　聡　
ひょうご外国人介護実習支援センター所長
［新規採用］ 　　　　　齊藤　和満
同　実習支援部長［新規採用］ 草部　信男
※社会福祉研修所は、移転に伴い平成３１年
４月より福祉人材研修センターとして組織名
称を改めています。　　　　　　　　　　　

事務局主任（県高齢政策課派遣）［昇任・社
会福祉研修所研修第２部主事］   西浦　耕太

事務局長 　　　　　　　　　  隅田　昇次
ひょうご外国人介護実習支援センター長 
　　　　　　　　　　　　　　 大西　徹　
ひょうごボランタリープラザ所長代理　 
　　　　　　　　　　　 　　鬼本　英太郎
同　事務局長（県派遣終了） 柳瀬　長明
同　交流支援部副部長（県派遣終了） 
　　　　　　　　　　　　　　 長澤　均　

県社協職員異動・昇任
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